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シリーズ ① 

トップ ③

スタイル ⑤

色 ⑦ 

品番キー*

長さ/幅 ⑨

開口率/スプロケット寸法 ②

タイプ ④

材質 ⑥

高さ/直径/ボアサイズ及びスタイル ⑧

キャップ材質・色 ⑥⑦

* 全ての製品に全てのスペックを特定する必要がありません。関係ないスペックは省かれ、次のスペックに移行します。

1.1 モジュラーベルトシリーズ —概要

S6.1	 - 	 	 Z10 	 	 SPR	 	 PA	 LG	 SQ40mm	 	 	 	 (ページ I-93)
S4.1	 -	 	 0	 NPY	 	 	 PP	 BL	 	 	 	 	 (ページ I-53)
S9	 -	 	 57	 GRT	 SMR	 SG	 POM	 UC	 H25	 W50	 	 	 (ページ I-143)
S11	 -	 	 45	 GRT	 CCW	 	 POM-CR 	 WT	 	 	 (POM WT/BL)	 (ページ I-173)

  1

 2

  3

 4

1
2
3
4
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凡例

PMU 汎用プロファイルモジ
ュール

PSP プロスナップ
PSU-0 スクーププロファイル

PSU-X 開口有スクーププロフ
ァイル

RI ハイグリップインサート
REL 補強リンク（SS）
ROL ローラー
RTR リテーナーリング

SG サイドガード付モジュ
ール

SGL サイドガード（左）
SGR サイドガード（右）
SLI スライダー
SMA サイドモジュール（A）
SMB サイドモジュール（B）
SML サイドモジュール（左）
SMR サイドモジュール（右）

SMT サイドモジュール 
（小半径）

SMU サイドモジュール 
（左右互換）

SPR スプロケット
SPR-
SP 分割スプロケット

SSL セルフスタッカーモジュ
ール（左）

SSR セルフスタッカーモジュ
ール（右）

TPL 回転パネル（左）
TPR 回転パネル（右）
UM 汎用モジュール

WSC ホイールストッパー 
（センター）

WSS ホイールストッパー 
（サイド）

⑤ スタイル
1.6 カーブ係数1.6
1.7 カーブ係数1.7
2.2 カーブ係数2.2
2.2 G カーブ係数2.2
A90 進行方向直角
BT ベアリングタブ
DR 2列スプロケット
F1, 
F2, F3 
…

カーブ係数モジュール

G ガイド付
GT ガイドタブ
HD ホールドダウン
HR 高耐久取り外し可能ピン
Ixx インデント（mm）
RG ガイド付（裏）

① シリーズ
S1 … S19

② 開口率/スプロケット寸法
開口率
フォーマット:xx
例:20=20 %
スプロケット:歯の数
フォーマット:“Z”xx
例:Z12=歯12本

③ トップ

BSL スライダーのベースモ
ジュール

CTP コーントップ
CUT カーブドトップ

FLT フラットトップ（スム
ーズ）

FRT-
OG

ハイグリップインサート
なしFRT

FRT(X) フリックショントップ
（デザインX）

GRT グリッドトップ
HDK ハイデッキ
LRB 横リブ
MOD 改装モジュール形態
NCL ノークリング
NPY 逆ピラミッド
NSK ノンスキッド

NSK2 ノンスキッド、
不織布搬送仕様

NTP ナブトップ（丸鋲）
PRR ピンリテインドローラー
RAT ラジアストップ
RRB レイスドリブ

RSA リデュースド サーフェ
ス エリア

RTP ローラートップ
SRS スリップ防止表面

④ タイプ
BPU バケットプロファイル

CAP ピンロック、ベルトエッ
ジシール

CCW 反時計回り
CLP クリップ
CM センターモジュール
CW 時計回り
FPL フィンガープレート
HDT ホールドダウンタブ
IDL アイドラー
INS 耐摩耗インサート
PIN カプリングロッド

PMC センタープロファイルモ
ジュール

* �各シリーズの標準カラーリン
グについては、シリーズ表
でご確認ください。ご希望に
より他の色もご対応出来ます
のでご相談下さい。また、印
刷、製造過程や、使用材質に
より色が変化することがあり
ますので、予めご了承くださ
い。

SG サイドガード
SP スプリットスプロケット
ST ストロング

V2 バージョン2
デザインの更新を示す

⑥ 材質
PA ポリアミド
PA-FR 難燃性ポリアミド
PA-	
FRHC

高導電性難燃性ポリア
ミド

PA-HT 耐高温ポリアミド

PBT ポリブチレンテレフタ
レート

PE ポリエチレン
PE-I PE 耐衝撃性
PE-MD 金属探知検出可能PE

PK 耐摩耗、耐衝撃に優れた
ポリマー

PLX 小径ピン用特殊ポリケト
ン - 高剛性仕様

POM ポリオキシメチレン 
（ポリアセタール）

POM-
CR 耐カット性POM

POM-
HC 高導電性POM

POM-
MD 金属探知検出可能POM

POM-
PE 

POMサイドモジュール
+PEセンターモジュール

POM-
PP 

POMサイドモジュール
+PPセンターモジュール

PP ポリプロピレン
PP-MD 金属探知検出可能PP
PP-SW PP 耐湿熱性
PXX-
HC 自己消火性高導電性材質

R1 TPE 80 Shore A、PP
R2 加硫EPDM 80 Shore A
R3 TPE 70 Shore A, POM
R4 TPE 86 Shore A, PP
R5 TPE 52 Shore A, PP
R6 TPE 63 Shore A, POM
R7 TPE 50 Shore A, PP
R8 TPE 55 Shore A, PE
R11 TPE 50 Shore A, POM
SER 自己消火性TPE
SS ステンレス鋼
SSS 耐酸性ステンレス鋼
TPC1 熱可塑性コポリエステル
-HA HACCPコンセプト適応
HW 高耐摩耗性材質

⑦ 色* 
AT 無煙炭色
BG ベージュ
BK 黒
BL 青
DB 紺色
GN 緑
LB 水色
LG ライトグレー
OR オレンジ
RE 赤
TQ 空色
UC 無色 
WT 白
YL 黄色

⑧ �高さ/直径/ボアサイズ/スタ
イル

高さ mm (in) 
フォーマット:Hxxx
ピン直径 mm (in) 
フォーマット:Dxxx
ボアサイズ:SQ（=角軸）
または RD(=丸軸サイズ) 
ミリまたはインチ
フォーマット:SQxxMMまたは
RDxxIN

⑨長さ/幅
ピンの長さ mm (in)
フォーマット:Lxxx
モジュールの幅 mm (in)
フォーマット:Wxxx
ミリ単位のREL
フォーマット:Wx.x
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ピッチ8ミリ（0.31インチ）

ピッチ12.7ミリ（0.5インチ）

S13 | 開口率0 % | フラットトップ S13 | 開口率0 % | 逆ピラミッド

直進ベルト

1.1 モジュラーベルトシリーズ —概要

S13 | 開口率0 ％ | コーントップ 

S13 | 開口率34 ％ | フラットトップ

S14 | 開口率25 % | フラットトップS14 | 開口率0 ％ | フラットトップ 

S15 | 開口率47 ％ | グリッドトップ

S14 | 開口率25％ | カーブドトップ

S14 | 開口率25％ | フリクショントップ 

S15 | 開口率47 ％ | リデュースド サーフ
ェス エリア

S14 | 開口率25％ | PRR付FLT
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ピッチ25ミリ（1インチ）

S2 | 開口率0 % | フラットトップ

S8.1 | 開口率0 % | フラットトップ

S2 | 開口率12 % | フラットトップ

ピッチ14ミリ（0.55インチ）

S4.1 | 開口率21 % | ナブトップ

S4.1 | 開口率0 % | フリックショントップS4.1 | 開口率0 % | フラットトップ

S4.1 | 開口率21 % | フラットトップ

S4.1 | 開口率0 % | 逆ピラミッド

次のページへ続く

S5 | 開口率45 % | グリッドトップ

S2 | 開口率57 % | グリッドトップ

S2 | 開口率57 % | レイスドリブ S2 | 開口率0 % | フリクショントップ

S8.1 | 開口率0 % | スリップ防止表面 S8.1 | 開口率0 % | ノンスキッド
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S8 | 開口率0 % | フリックショントップ 1

S8 | 開口率0  % | ローラートップ A90

S8.1 | 開口率0 % | PRR付FLT

S10 | 開口率0 % | ナブトップ

S10 | 開口率36 % | 横リブ	

S8 | 開口率25 % | ラジアストップ

ピッチ25ミリ（1インチ）

S8.1 | 開口率30 ％ | ガイドタブ付きフラ
ットトップ

S8.1 | 開口率30 ％ | フラットトップ

S8.1 | 開口率0 ％ | ノンスキッド2

直進ベルト

S10 | 開口率0 % | フリックショントップ 1

1.1 モジュラーベルトシリーズ —概要

S17 | 開口率0 % | スリップ防止表面

S10 | 開口率0 % | フラットトップ

S10 | 開口率22 % | フラットトップ

S17 | 開口率0 % | フラットトップ

S10 | 開口率36 % | フラットトップ

S18 | 開口率44 % | グリッドトップ 2.2
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ピッチ40ミリ（1.6インチ）

S7 | 開口率6 % | フラットトップ	

S7 | 開口率0 % | スリップ防止表面

S7 | 開口率0 % | フリックショントップ1

S7 | 開口率6 % | ノンスキッド

S7 | 開口率0 % | ノンスキッド

S7 | 開口率0 % | PRR付FLT

S7 | 開口率0 % | フラットトップ	

S1 | 開口率0 % | フラットトップ 

S6.1 | 開口率0 % | フラットトップS1 | 開口率18 % | フラットトップ	  

S1 | 開口率0 % | ノンスキッド

S1 | 開口率0 % | フリックショントップ 1

S1 | 開口率0％ | スリップ防止表面

ピッチ50ミリ（2インチ）
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1.1 モジュラーベルトシリーズ —概要

ピッチ50ミリ（2インチ）

直進ベルト

S6.1 | 開口率0 % | コーントップ

S6.1 | 開口率23 % | フラットトップ S6.1 | 開口率36 % | フラットトップ 

S9 | 開口率57 % | グリッドトップ S9.1 | 開口率57 % | グリッドトップ

S6.1 | 開口率21 % | フラットトップ	  

S6.1 | 開口率0 % | ナブトップ S6.1 | 開口率0 % | PRR付FLT

S6.1 | 開口率0 % | フリックショントップ 1

ピッチ63.5ミリ（2.5インチ）

S19 | 開口率0％ | スリップ防止表面 S19 | 開口率0％ | スリップ防止表面、
高導電性
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ピッチ25ミリ（1インチ）

S5 | 開口率45 % | グリッドトップ

S5 | 開口率45 % | 裏ガイド付グリッドトップ

S11 | 開口率45 % | グリッドトップ

S5 | 開口率45 % | 強力グリッドトップ

S5 | 開口率45 % | ナブトップ

S5 | 開口率45 % | ガイド付グリッドトップ

カーブベルト

S5 | 開口率39 % | フリックショントップ 1S5 | 開口率33 % | フリックショントップ2

S11 | 開口率45 % | ホールドダウンキャップ

S11 | 開口率33 % | フリックショントップ 2S5 | 開口率45％ | ベアリングタブ

S18 | 開口率44 % | グリッドトップ 2.2 S18 | 開口率44 % | ガイド付きグリッドト
ップ 2.2

S18 | 開口率44 % | ハイデッキ 2.2

S18 | 開口率44 % | グリッドトップ 1.7

S18 | 開口率44 % | フリックショントップ 1
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ピッチ50ミリ（2 インチ)

S9 | 開口率57 % | グリッドトップ S9 | 開口率57 % | ガイド付グリッドトップ S9 | 開口率57 % | ナブトップ

カーブベルト

1.1 モジュラーベルトシリーズ —概要

S9.1 | 開口率57 % | グリッドトップ
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siegling prolink 
modular belts

20 (0.79)

53
.1

 (2
.0

9)

Closed surface | Friction top with replace able rubber pads for increased grip

Belt dimensions

Available standard materials 3)

h sp

hm

dpin

h p
in

W
m

in

W
in

c

S1-0 FRT1 | 0 % Opening | Friction top (Design 1)

p dpin hm hpin hs Wmin Winc Wtol Minimum flex radii1)

Pitch Pin Ø Thickness
Pin 

position
Height

Width 
min.

Width 
Increment

Width 
tolerance  

[%]

r1 
Cc x WB

r2 r3 r4 r5

mm 50.0 6.0 16.0 8.0 3.0 250.0 10.0 ±0.2 – 50.0 100.0 150.0 50.0

inch 1.97 0.24 0.63 0.31 0.12 9.84 0.39 ±0.2 – 1.97 3.94 5.91 1.97

Belt Pin Rubber
Nominal belt pull, 

straight
Weight

Width 
deviation

Temperature Certificates2)

Material Color Material Color Material Color [N/mm] [lb/ft] [kg/m2] [lb/ft2] [%] [°C] [°F] FDA EU

POM WT PBT UC R2 BK 40 2741 15.0 3.07 -0.75 -45/90 -49/194 – –

SERIES 1 | BELT TYPES
Straight running belt | Pitch 50 mm (1.97 in)

 BK (Black),   UC (Uncolored),   WT (White)

All measurements and tolerances apply at 21 °C; for temperature deviations please see Prolink manual chapter 4.4 “Temperature influence“.
All imperial dimensions (inches) are rounded off.
1) Flex radii: r1 = side flex, r2 = front flex on roller, r3 = back flex on load bearing roller, r4 = back flex on Hold Down shoe, r5 = back flex on roller
2)  Complies with FDA 21 CFR | Complies with (EU) 10/2011 and (EC) 1935/2004 regulations regarding the raw materials used and the migration 

 thresholds | Complies with Japanese MHLW Notification 370 
● = available | – = not available | empty cells = not tested

3) More materials and colors on request

Variant specific dimensions [mm (in)]

本章では、トップの種類、開口率、寸法、在庫、スペック
など各タイプのベルト詳しい情報についてご説明します。

ご注意:ベルトの横幅は、定数の寸法（以下「幅増加単位」という。）でしか増大できないため、ベルトの最小横幅に、増大定数を掛け算
で算出される数値で横幅を拡張できます。使用材質により、実際のベルト幅は変化する可能性があります。
全ての寸法は21℃（69.8℉）で計測された数字です。ベルトの横幅は温度により変化しますので、材質の熱膨張係数にご注意くださ
い。お客様のローカル地域における作動環境については、近くのフォルボ・ジークリング代理店にお問い合わせください。詳しい情報
は、4.4項をご覧ください。

ご注意:寸法のr1からr5までは、ベルトと支持ローラーの最小曲がり半径を示します。その数字は下記の部品の寸法です。
r1=カーブ半径、r2=順曲げ半径、r3逆曲げ : 耐荷重ローラー、r4=逆曲げ : 固定シュー、r5=逆曲げ : ローラー。
詳しい説明は付録6.3の「最小半径」をご覧ください。

主要寸法はミリ、カッコ内はインチ表記。全てのインチ表記は四捨五入されています。

それぞれのシリーズを本章の個別の部分で詳しくご説明し
ます。最初の紹介ページでシリーズの一般的な特徴につい
て説明し、そしてシリーズのそれぞれの製品をページごと
でご説明します。シリーズの説明の最後では、そのシリー
ズの使用可能であるアクセサリーのリストがあります。

ベルトタイプの名称

ベルトの特徴、写真と設計図

主要寸法、設置についてのアドバイス

ベルトの材質、色、基本スペック、コンプライアンス

1.2 シリーズ詳細情報
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p

hm

h p
in

h s

W
m

in

W
in

c

dpin

p dpin hm hpin hs Wmin Winc Wtol 最小曲げ半径1)

ピッチ ピンØ 厚さ ピン位置 高さ 最小幅 幅増加
単位 

幅公差  
[%]

r1
Cc x WB

r2 r3 r4 r5

mm 25.0 5.0 12.0 6.0 1.5 500.0 25.0 ±0.8 1.4 x WB 25.0 50.0 75.0 25.0
inch 0.98 0.2 0.47 0.24 0.06 19.69 0.98 ±0.8 1.4 x WB 0.98 1.97 2.95 0.98

ベルト ピン 表面フリクシ
ョン

許容張力
（直進）

許容張力
（カーブ） 重量 幅偏

差 温度 証書2)

材質 色 材質 色 材質 色 [N/mm] [lb/ft] [N] [lb] [kg/m2] [lb/ft2] [%] [℃] [℉] FDA EU MHLW
PP WT PBT UC R7 BG 9 617 600 135 6.1 1.25 0.2 5/100 41/212 ● ●

PP BL PBT BL R7 BG 9 617 600 135 6.1 1.25 0.2 5/100 41/212 ● ●

PP BL PBT BL R7 BK 9 617 600 135 6.1 1.25 0.2 5/100 41/212 ● ●

13 (0.51)

14
 (0

.5
5)

12
5 

(4
.9

2)

8.0 (0.31)

シリーズ11 | ベルトタイプ
カーブベルト | ピッチ25ミリ（0.98インチ）l Cc = 1.4

S11-33 FRT2 | 開口率33 % | フリックショントップ（デザイン２）

詳細寸法[ミリ（インチ）]

標準材質 3)

 BL（青）、  UC（無色）、  WT（白）
全ての寸法と公差は２１℃の環境に適用します。温度の偏差について、プロリンクマニュアル第4.4章の「温度の影響」をご覧くださ
い。
全てのインチ(in)表記の端数は四捨五入されています。
1) r1= カーブ半径、r2= 順曲げ半径、r3= 逆曲げ半径 : 耐荷重ローラー、r4= 逆曲げ半径 : 固定シュー、r5= 逆曲げ半径 : ローラー
2) �FDA 21 CFR 遵守 | (EU) 10/2011 と (EC) 1935/2004 の原材料と輸入の関連要求事項遵守 | 厚生労働省告示第 370 号に準拠	

● = 対応 | – = 非対応 | 空白 = 未検証
3) その他の材質や色も承りますので、ご相談ください。

ベルト寸法

全面FRT2表面の場合、開口率 (33 %) | 製品接触面 47 % (最大開口: Ø = 8 mm/0.31 in) | 格子状表面に一体成型され
たフリクションパッド (FRT2) で良好なグリップ。FRT2の最小インデント: 125 mm (5 in)/175 mm (7 in) | カーブ
係数 (Cc) = 1.4

WB = ベルト幅、r1 に関する詳細な情報は III-31 ページを参照。
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14
 (0

.5
5)

9.2 (0.36)

13 (0.51)

p

hm

h p
in

W
m

in

W
in

c

dpin

p dpin hm hpin hs Wmin Winc Wtol 最小曲げ半径1)

ピッチ ピンØ 厚さ ピン位置 高さ 最小幅 幅増加
単位 

幅公差  
[%]

r1
Cc x WB

r2 r3 r4 r5

詳細寸法[ミリ（インチ）]

標準材質 3)

ベルト寸法

S11/S5 ST-45 GRT CCW | 開口率45 ％ | グリッドトップ | 反時計回り（左方向）カーブ用

S11 コンボ | ベルトタイプ
カーブベルト | ピッチ25ミリ（0.98インチ）l Cc = 1.45

小径カーブ対応のサイドモジュールと、高い許容聴力を持つサイドモジュールのコンビネーション | ステンレスピン仕
様 | 優れた通気性と排水性 | 製品接触面 42 % (最大開口: Ø = 13 mm/0.51 in) | 格子状表面 | 剛性が高いSSピン 
| カーブ係数 (Cc) = 1.45

 BL（青）、  WT（白）
全ての寸法と公差は２１℃の環境に適用します。温度の偏差について、プロリンクマニュアル第4.4章の「温度の影響」をご覧くださ
い。
全てのインチ(in)表記の端数は四捨五入されています。
1) r1= カーブ半径、r2= 順曲げ半径、r3= 逆曲げ半径 : 耐荷重ローラー、r4= 逆曲げ半径 : 固定シュー、r5= 逆曲げ半径 : ローラー
2) �FDA 21 CFR 遵守 | (EU) 10/2011 と (EC) 1935/2004 の原材料と輸入の関連要求事項遵守 | 厚生労働省告示第 370 号に準拠	

● = 対応 | – = 非対応 | 空白 = 未検証
3) その他の材質や色も承りますので、ご相談ください。

mm 25.0 5.0 12.0 6.0 0.0 175.0 25.0 ±0.3 1.45 x WB 25.0 50.0 75.0 25.0
inch 0.98 0.2 0.47 0.24 0.0 6.89 0.98 ±0.3 1.45 x WB 0.98 1.97 2.95 0.98

* �ドライ環境下（RH < 50 %）での値です。PA材質のベルトは多湿環境において吸湿しやすく、膨張や許容張力の低下が生じ得ます。

WB = ベルト幅、r1 に関する詳細な情報は III-31 ページを参照。

ベルト ピン 許容張力(直進） 許容張力(カー
ブ） 重量 幅偏差 温度 証書2)

材質 色 材質 [N/mm] [lb/ft] [N] [lb] [kg/m2] [lb/ft2] [%] [℃] [℉] FDA EU MHLW
POM-CR WT SS 25 1713 2100 472 13.2 2.70 0.0 -45/90 -49/194 ● ● ●

POM-CR BL SS 25 1713 2100 472 13.2 2.70 0.0 -45/90 -49/194 ● ● ●

PP WT SS 18 1233 1200 270 10.2 2.09 0.2 5/100 41/212 ● ● ●

PP BL SS 18 1233 1200 270 10.2 2.09 0.2 5/100 41/212 ● ● ●

オーダーメイドベルト
PA* BL SS 20 1370 1680 378 13.0 2.66 0.6 -40/120 -40/248 ● ● ●
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スプロケットサイズ
（歯の数） Z6 Z9 Z11 Z12 Z16 Z18 Z20

Wspr
mm 24.0 24.0 24.0 24.0 24.0 24.0 24.0
inch 0.94 0.94 0.94 0.94 0.94 0.94 0.94

D0
mm 49.6 72.6 88.0 95.8 127.2 142.8 158.5
inch 1.95 2.86 3.46 3.77 5.01 5.62 6.24

Amax
mm 18.8 30.3 38.0 41.9 57.6 65.4 73.3
inch 0.74 1.19 1.50 1.65 2.27 2.57 2.89

Amin
mm 16.3 28.5 36.5 40.5 56.5 64.4 72.4
inch 0.64 1.12 1.44 1.59 2.22 2.54 2.85

材質：PA、色：LG

シリーズ11 | スプロケット
カーブベルト | ピッチ25ミリ（0.98インチ）

S11 SPR | スプロケット

主要寸法

 LG（ライトグレイ）
全ての寸法と公差は２１℃の環境に適用します。全てのインチ(in)表記はは四捨五入されています。
スプロケットおよびシャフト寸法に関する詳細は、6.3 付録表の項を参照ください
スプロケットの数（スプロケット間隔距離）は3.2章を参照。
スプロケットの取付は5.2章を参照

A

D0 Wspr 75 (2.94)

アイドラは次頁参照

シャフトボア（● ＝ 円型、■ ＝ 四角; ❍ または ❏ = 非標準品; * = S5RGおよびGタイプには使用不可)
25 mm ● / ■* ● ● / ■ ● ● ❍

30 mm ● / ■* ● ● ● ● ●

40 mm ■* ● / ■ ❍ / ■ ● / ■ ❍ / ■

0,75 inch ●*
1 inch ● / ❏* ● ● / ❏ ● ❍ ●

1,25 inch ❍ / ❏* ❍ ● ● ❍ ●

1,5 inch ■* ● / ■ ● / ■ ❍ / ■ ● / ■
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スプロケットサイズ
（歯の数） Z6 Z9 Z11 Z12 Z16 Z18 Z20

Wspr
mm 24.0 24.0 24.0 24.0 24.0 24.0 24.0
inch 0.94 0.94 0.94 0.94 0.94 0.94 0.94

Di
mm 31.7 56.1 72.2 80.3 112.3 128.2 144.1
inch 1.25 2.21 2.84 3.16 4.42 5.05 5.67

材質：PA、色：LG

シリーズ11 | アイドラ
カーブベルト | ピッチ25ミリ（0.98インチ）

S11 IDL | アイドラ
サイドサポート用、歯

主要寸法

 LG（ライトグレイ）
全ての寸法と公差は２１℃の環境に適用します。全てのインチ (in) 表記の端数は四捨五入されています。
シャフト寸法の詳細は6.3章を参照。
アイドラーの取付については5.2章を参照（スプロケットの取付）。

75 (2.94)

B

B

B-B

Di Wspr

スプロケットは前項参照

シャフトボア（● ＝ 円型、■ ＝ 四角; ❍ または ❏ = 非標準品; * = S5RGおよびGタイプには使用不可)
25 mm ● / ■* ● ● / ■ ● ● ❍

30 mm ● / ■* ● ● ● ● ●

40 mm ■* ● / ■ ❍ / ■ ● / ■ ❍ / ■

0,75 inch ●*
1 inch ● / ❏* ● ● / ❏ ● ❍ ●

1,25 inch ❍ / ❏* ❍ ● ● ❍ ●

1,5 inch ■* ● / ■ ● / ■ ❍ / ■ ● / ■
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h

125 (4.92)

25 (1.48)

(最小インデント)

(ポジション増大定数)

シリーズ11 | プロファイル
カーブベルト | ピッチ25ミリ（0.98インチ）

基本データ

 BL（青）、  DB（紺色）、  UC（無色）、  WT（白）
全ての寸法と公差は２１℃の環境に適用します。温度の偏差について、プロリンクマニュアル第 4.4 章の「温度の影響」をご覧ください。
全てのインチ (in) 表記の端数は四捨五入されています。
ご注意：ベルトへのアクセサリーの配置は、最小半径に影響する可能性があります。第 6.3 章をご参照ください。

開口タイプ（45％）をベースにしたプロファイル

S11-45 GRT PMC

標準成型幅: 100 mm (3.9 in)

材質 色
高さ

25 mm 
1 inch

50 mm
2 inch

PE WT ● ●

POM BL ● ●

POM DB お問合わせください お問合わせください
POM UC お問合わせください お問合わせください
POM WT ● ●

PP DB お問合わせください お問合わせください
PP WT ● ●





























































































siegling prolink
モジュラーベルト

プロリンク エンジニアリングマニュアル 05/2026I-222

シリーズ19
直進ベルト
ピッチ63.5ミリ（2.5インチ）

siegling prolink
モジュラーベルト	

1.2 シリーズ詳細情報
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S19-0 SRS
スリップ防止表面クローズドタイプ

S19-0 SRS HC
スリップ防止表面クローズドタイプ, 	
高導電性

デザイン特徴
–	高負荷な用途に対応する超高荷重用ベルトで、滑らか

で安定した走行を実現
–	補強リンクや耐摩耗インサートは、必要に応じて組み

込むことが可能
–	接地面が広い頑丈な設計と強力なスプロケット構造に

より、非常に優れた耐摩耗性と長寿命を実現
–	難燃性（DIN EN 13501-1 Bfl-s1 適合）と高い導電

性（表面抵抗値 10⁶Ω 未満）を備える

基本データ

ピッチ	 63.5 mm (2.5インチ)
ベルト最小幅. 	 304.8 mm (12インチ) 
幅増加単位	 19.1 mm (0.75インチ)
ヒンジピン	 �8.0 mm (0.31インチ) ステンレス製

使用可能のトップ/ベルト表面側面図（比例1:1）

スプロケット
角軸のスプロケットで各種サイ
ズから選べます。

シリーズ19 | 概要
直進ベルト | ピッチ63.5ミリ（2.5インチ）

1.2 シリーズ詳細情報 siegling prolink
モジュラーベルト

63.5 (2.5)

重荷重用途向けベルト

ホイールストッパー
搬送物の位置を安定させます。
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ベルト寸法

標準材質 3)

mm 63.5 8.0 20.0 10.0 0.0 304.8 19.1 ±0.2 – 63.5 127.0 190.5 63.5
inch 2.50 0.31 0.79 0.39 0.0 12.0 0.75 ±0.2 – 2.50 5.00 7.50 2.50

ベルト ピン 鋼材補強リンク幅 許容張力
（直進） 重量（INS含む） 温度 幅偏差 証書2)

材質 色 材質 [in] [%] [N/mm] [lb/ft] [kg/m2] [lb/ft2] [°C] [°F] [%] 自己消化性
PA-FR* BK SS 1.5 100 170 11649 27.2 5.57 -40/120 -40/248 0.28 ●

PA-FR* BK SS 3.0 50 130 8908 24.1 4.94 -40/120 -40/248 0.28 ●

PA-FR* BK SS 4.5 33 120 8226 22.0 4.51 -40/120 -40/248 0.28 ●

PA-FR* BK SS 6.0 25 100 6852 21.1 4.32 -40/120 -40/248 0.28 ●

PA-FR* BK SS – 0 80 5482 21.0 4.30 -40/120 -40/248 0.28 ●

POM AT SS 1.5 100 180 12334 29.8 6.10 -45/90 -49/194 -0.1 –
POM AT SS 3.0 50 140 9593 26.7 5.47 -45/90 -49/194 -0.1 –
POM AT SS 4.5 33 130 8908 24.7 5.06 -45/90 -49/194 -0.1 –
POM AT SS 6.0 25 110 7535 23.7 4.85 -45/90 -49/194 -0.1 –
POM AT SS – 0 90 6167 23.6 4.83 -45/90 -49/194 -0.1 –

 AT （無煙炭色）、  BK（黒）
全ての寸法と公差は２１℃の環境に適用します。温度の偏差について、プロリンクマニュアル第4.4章の「温度の影響」をご覧ください。
全てのインチ(in)表記の端数は四捨五入されています。
1) r1=カーブ半径、r2=順曲げ半径、r3=逆曲げ半径: 耐荷重ローラー、r4=逆曲げ半径: 固定シュー、r5=逆曲げ半径: ローラー
2) DIN EN 13501-1 Cfl-s1 (and DIN 4102 B1)に準じる
3) その他の材質や色も承りますので、ご相談ください。

詳細寸法[ミリ（インチ）]

* �本仕様値は乾燥環境（相対湿度50％未満）における値です。PA-FR材質のベルトは湿潤環境下で吸水し、膨張することで、公称引張強
度（ベルト許容張力）が低下します。

シリーズ19 | ベルトタイプ
直進ベルト | ピッチ63.5ミリ（2.5インチ）

p dpin hm hpin hs Wmin Winc Wtol 最小曲げ半径1)

ピッチ ピンØ 厚さ ピン位置 高さ 最小幅 幅増加
単位 

幅公差  
[%]

r1
Cc x WB

r2 r3 r4 r5

S19-0 SRS | 開口率0 % | 滑り防止
超重荷重対応ベルト | 鋼材補強リンク（REL）対応 | 耐摩耗インサート（INS）対応
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ベルト寸法

標準材質 3)

mm 63.5 8.0 20.0 10.0 0.0 304.8 19.1 ±0.2 – 63.5 127.0 190.5 63.5
inch 2.50 0.31 0.79 0.39 0.0 12.0 0.75 ±0.2 – 2.50 5.00 7.50 2.50

ベルト ピン 鋼材補強リンク幅 許容張力
（直進） 重量（INS含む） 温度 幅偏差 証書2)

材質 色 材質 [in] [%] [N/mm] [lb/ft] [kg/m2] [lb/ft2] [°C] [°F] [%] 自己消化性
PA-FRHC* BK SS 1.5 100 155 10621 27.2 5.57 -40/120 -40/248 0.28 ●

PA-FRHC* BK SS 3.0 50 115 7880 24.1 4.94 -40/120 -40/248 0.28 ●

PA-FRHC* BK SS 4.5 33 110 7537 22.0 4.51 -40/120 -40/248 0.28 ●

PA-FRHC* BK SS 6.0 25 90 6167 21.1 4.32 -40/120 -40/248 0.28 ●

PA-FRHC* BK SS – 0 70 4797 21.0 4.30 -40/120 -40/248 0.28 ●

POM-HC AT SS 1.5 100 160 10963 29.8 6.10 -45/90 -49/194 -0.1 –
POM-HC AT SS 3.0 50 135 9250 26.7 5.47 -45/90 -49/194 -0.1 –
POM-HC AT SS 4.5 33 120 8223 24.7 5.06 -45/90 -49/194 -0.1 –
POM-HC AT SS 6.0 25 100 6852 23.7 4.85 -45/90 -49/194 -0.1 –
POM-HC AT SS – 0 80 5482 23.6 4.83 -45/90 -49/194 -0.1 –

 AT （無煙炭色）、  BK（黒）
全ての寸法と公差は２１℃の環境に適用します。温度の偏差について、プロリンクマニュアル第4.4章の「温度の影響」をご覧ください。
全てのインチ(in)表記の端数は四捨五入されています。
1) r1=カーブ半径、r2=順曲げ半径、r3=逆曲げ半径: 耐荷重ローラー、r4=逆曲げ半径: 固定シュー、r5=逆曲げ半径: ローラー
2) DIN EN 13501-1 Cfl-s1 (and DIN 4102 B1)に準じる
3) その他の材質や色も承りますので、ご相談ください。

詳細寸法[ミリ（インチ）]

* �本仕様値は乾燥環境（相対湿度50％未満）における値です。PA-FRHC材質のベルトは湿潤環境下で吸水し、膨張することで、公称引
張強度（ベルト許容張力）が低下します。

シリーズ19 | ベルトタイプ
直進ベルト | ピッチ63.5ミリ（2.5インチ）

p dpin hm hpin hs Wmin Winc Wtol 最小曲げ半径1)

ピッチ ピンØ 厚さ ピン位置 高さ 最小幅 幅増加
単位 

幅公差  
[%]

r1
Cc x WB

r2 r3 r4 r5

超重荷重対応ベルト | 鋼材補強リンク（REL）対応 | 耐摩耗インサート（INS）対応

S19-0 SRS HC | 開口率0 % | 滑り防止 | 高導電性
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シリーズ19 | スプロケット
直進ベルト | ピッチ63.5ミリ（2.5インチ）

歯の噛み合いが深く、重い搬送物に最適 | 切削加工スプロケット

 BK（黒）
全ての寸法と公差は２１℃の環境に適用します。全てのインチ(in)表記はは四捨五入されています。
スプロケットおよびシャフト寸法に関する詳細は、6.3 付録表の項を参照ください

S19 SPR | スプロケット

材質：PA、色：BK

mm 60 60 – 90 60 – 120 60 – 140 60 –160
inch 2.0 2.5 – 3.5 2.5 – 4.5 2.5 – 5.5 2.5 – 7.5

A

D0 WSPR

主要寸法

シャフトボア

切削加工スプロケットは、複数の外径サイズおよび軸穴径でご用意しています。
掲載の表は代表的なサイズ例であり、その他の寸法についても対応可能です。

スプロケットサイズ
（歯の数） Z8 Z10 Z12 Z14 Z16

Wspr
mm 35 35 35 35 35
inch 1.38 1.38 1.38 1.38 1.38

D0
mm 168.2 207.8 247.6 287.6 327.4
inch 6.62 8.18 9.75 11.32 12.89

Amax
mm 72.4 92.5 112.7 132.8 152.9
inch 2.85 3.64 4.44 5.23 6.02

Amin
mm 66.9 88.0 108.9 129.5 150.0
inch 2.63 3.46 4.29 5.10 5.90
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シリーズ19 | スプリットスプロケット
直進ベルト | ピッチ63.5ミリ（2.5インチ）

設置が簡単であり、シャフトを取り外す必要がありません | 歯の噛み合いが深く、重い搬送物に最適 | 切削加工スプロ
ケット

S19 SPR-SP | スプリットスプロケット

WSPR

A

D
0

主要寸法
スプロケットサイズ

（歯の数） Z8 Z10 Z12 Z14 Z16

Wspr
mm 35 35 35 35 35
inch 1.38 1.38 1.38 1.38 1.38

D0
mm 168.2 207.8 247.6 287.6 327.4
inch 6.62 8.18 9.75 11.32 12.89

Amax
mm 72.4 92.5 112.7 132.8 152.9
inch 2.85 3.64 4.44 5.23 6.02

Amin
mm 66.9 88.0 108.9 129.5 150.0
inch 2.63 3.46 4.29 5.10 5.90

mm 60 60 – 90 60 – 120 60 – 140 60 –160
inch 2.0 2.5 – 3.5 2.5 – 4.5 2.5 – 5.5 2.5 – 7.5

シャフトボア

切削加工スプロケットは、複数の外径サイズおよび軸穴径でご用意しています。
掲載の表は代表的なサイズ例であり、その他の寸法についても対応可能です。

 BK（黒）
全ての寸法と公差は２１℃の環境に適用します。全てのインチ(in)表記はは四捨五入されています。
スプロケットおよびシャフト寸法に関する詳細は、6.3 付録表の項を参照ください

材質：PA、色：BK
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シリーズ19 | ホイールストッパー
直進ベルト | ピッチ63.5ミリ（2.5インチ）

小型で剛性の高いプロファイル（フィンガープレート用に途切れている）

S19-0 WSC | ホイールストッパー

h

 BK（黒）、  YL（黄色）
全ての寸法と公差は２１℃の環境に適用します。温度の偏差について、プロリンクマニュアル第4.4章の「温度の影響」をご覧ください。
全てのインチ(in)表記の端数は四捨五入されています。
ご注意：ベルトへのアクセサリーの配置は、最小半径に影響する可能性があります。第6.3章をご参照ください。

基本データ

材質 色
高さ

40 mm 
1.57 inch

SS/POM BK/YL 高さ・角度調整（カスタマイズ）可能

76.2 (3)

38.1 (1.5) （ポジション変更単位）（最小イン
デント）

標準構成 S19-0 SRS WSC
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* 	 SS = ステンレス鋼ネジとナット
** 	� リ テ ー ナ ー リ ン グ が 特 定 の ス プ ロ ケ ッ ト に 対 応 で き る か ど う か を 確 認 す る に は 、 シ ャ

フトセンターからベルトの裏までの距離を”A”とし、Q/2 < Aであれば対応可能です。 
この数値はベルトのパンフレットのスプロケットデータに記載されております。

シャフト寸法 品番 詳細* 主な寸法** [mm (in)]
M N P Q

SQ 40 mm 98168799 RTR PA LG (SS) SQ40MM 41 (1.6) 65 (2.6) 15 (0.6) 68 (2.7)

SQ 60 mm 98168899 RTR PA LG (SS) SQ60MM 61 (2.4) 86 (3.4) 15 (0.6) 97 (3.8)

SQ 1½ in 98168999 RTR PA LG (SS) SQ1.5IN 39 (1.5) 65 (2.6) 15 (0.6) 67 (2.6)

SQ 2½ in 98169099 RTR PA LG (SS) SQ2.5IN 64 (2.5) 89 (3.5) 15 (0.6) 100 (3.9)

1.3 リテーナーリング

RTR | リテーナーリング

2 Nm

N

M

Q

P
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コーダルアクション/スプロケットサイズ
コーダルアクションは全てのスプロケット駆動ベルトや
チェインに発生します。回転中のモジュールの上下動は、
ベルトの直進スピードに影響します。スプロケット歯の数
は、こういった周期的なスピードの変動の要因です。詳し
くは右図をご覧ください。

歯の数が多くなるにつれ、スピードの変動率は下がりま
す。実際の使用では、搬送物が倒れないようにするには、
またはベルトのスピードを一定の数値に維持するには、最
大歯数の使用が望ましいです。

適正歯数を考える際に、まず大きいスプロケットほど伝
達されるトルクとシャフトの捻じれが強くなります。捻じ
れが強すぎると、スプロケットとベルトが適切にかみ合わ
ず、摩耗の促進やスプロケットやベルトに損傷が発生する
恐れがあります。さらに、より太いシャフトと強いモータ
ーが必要になり、コストがかさむことになります。

スプロケットは、コーダルアクションを理想な幅に抑えら
れる大きさ、そして合理的捻じれと必要なモーターパワー
を最低限に抑えられるサイズにしてください。

正確なシャフトの寸法については、第４.３章をご覧くだ
さい。

スナブローラー ➎
スプロケットへの巻き付けが１８０度になるように、リタ
ーン側にスナブローラーを設置してください。（シャフト
間距離が２メートル以下のコンベアでは、リターン側にロ
ーラーを設置する必要はありません。）

偏差

 [歯の数]

3.2 コンベアデザイン

スプロケット
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摩耗ストリップに対するスプロケットの位置
平行摩耗ストリップをご使用の場合、スプロケットが支え
られない部分を支持するようスプロケットの間に配置し、
隙間を最低限に抑えることをお勧めします。

摩耗ストリップがスプロケットの端で切れる場合、距離をX ≤ 1.5
のピッチにしてください。 

SPROCKETS_01

SPROCKETS_02

SPROCKETS_03

40 (1.57)

2.5 (0.1)

a

b

SPROCKETS_04

SPROCKETS_05

SPROCKETS_06

SPROCKETS_07

SPROCKETS_08

SPROCKETS_10

SPROCKETS_11

SPROCKETS_12

SPROCKETS_13

SPROCKETS_14

SPROCKETS_15

SPROCKETS_16

A

x

x x

A
m

in

A
m

ax

可能レイアウト例 推奨レイアウト例

スプロケットの数
一般的なルールとして、スプロケットの間隔は１５０mm
以下にするべきです。ベルトの幅を１6０mmで割り、小
数点を切り上げた後、それに１を足せば最低必要のスプロ
ケットの数になります。

その数が偶数である場合、奇数になるようにスプロケット
を１つ追加し、センタースプロケットが設置できるように
することをお勧めします。３００mm以下の狭いベルトな
らスプロケット２つでも足りるので例外になりますが、ど
んなベルトでも２つ以上のスプロケットを設置してくださ
い。

荷重により、スプロケットの数を増やさなければならない
可能性があります：調整済張力と許容張力の比率で必要な
駆動スプロケットの数を計算します。詳しくは第４章をご
覧ください。また、フォルボジークリングプロリンクエン
ジニアリングプログラムで必要なスプロケットの数を計算
できます。

　率 
 

Fadj
Fadm

駆動スプロケットの間の最大距離*

駆動スプロケット 駆動スプリットスプロケッ
ト/S17

≤ 20 % 160 mm (6.3 in) 135 mm (5.3 in)
≤ 40 % 100 mm (3.9 in) 80 mm (3.2 in)
≤ 60 % 80 mm (3.1 in) 65 mm (2.5 in)
≤ 80 % 60 mm (2.4 in) 50 mm (2 in)
> 80 % お問い合わせください お問い合わせください

* シリーズ11の最大距離は75mmを越えないようにしてください。
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40 (1.57)

2.5 (0.1)

a

b

スプロケット固定
一般的に、一つの従動または駆動シャフトごとに、一つだ
けのスプロケット（できるだけ中心に近く）をその軸に固
定します。このスプロケットにより、ベルトの蛇行を抑え
たトラッキングができるようになります。ベルトの寸法は
温度の影響で変化しますので、他のスプロケットはシャフ
トに沿って横に移動できるようにしなければなりません。

下図は、スプロケットの固定の例です。

リテーナーリング付の広いベルトでは、ボアの端に取り付
けることでスプロケットがボアから外れることを防ぐこと
ができます。ただし、高温による膨張に対応するため、ス
プロケットがボアに沿って動けるように空間を設けてくだ
さい。

シャフト40X40mm。スプロケットをリ
ングで固定します。参照:DIN471 (Seeger 
circlip ring) d = 56mm。 詳細寸法は
pageⅥ-13を参照ください

スプロケットをリングで固定します。
参照：DIN 471 (Seeger circlip ring)

ジークリングプロリンクのリテーナーリン
グは簡単に素早く安全にスプロケットを固
定できます （page I-230参照)。

アイドラローラー
従動側は通常駆動シャフトと同じように設置します。そう
することでコンベアの両端でも横トラッキングが可能にな
ります。特別なケースでは、例えば荷重が大きい広幅のベ
ルトにおいて中間のベアリングを設置したくないときな

ど、アイドラをローラーに変える必要があります。そのよ
うな場合、横方向のガイドに注意を払ってください。例え
ば、フランジ付きローラーやエッジ側に摩耗ストリップを
設置することでベルトをガイドすることができます。

3.2 コンベアデザイン
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作動条件 摩耗ストリップ材質 温度
最小 最大

軽荷重、低速
HMW-PE (PE HD500)
カーブベルトや、ラジアル荷重がかかるコンベアに推奨できません。 – 70 ℃ (– 94 ℉) + 65 ℃ 

(+ 149 ℉)

重荷重、低速 UHMW-PE (PEHD1000) – 70 ℃ (– 94 ℉) + 65 ℃ 
(+ 149 ℉)

重荷重、高速、乾燥
ナイラトロンNSMまたは同等の潤滑剤添付6ナイロン（油分を含む摩
耗ストリップの使用により、ベルトや摩耗ストリップにダストが付着
する場合があります）

– 40 ℃ (– 40 ℉) + 120 ℃ 
(+ 248 ℉)

濡れた搬送物、摩耗し易い環境、
または高温での搬送

ステンレス鋼（冷間圧延オーステナイト）
（柔らかい焼鈍グレードは推奨できません） – 70 ℃ (– 94 ℉) + 155 ℃ 

(+ 311 ℉)

ご不明な点につきましては、カスタマー・サービスまでご連絡ください。

摩耗ストリップの配置
重荷重を搬送するコンベアには、鋼またはプラスチック製
の連続プレートサポートをお勧めします。
ストレートの平行した摩耗ストリップ（１）。軽荷重用コ
ンベアに使用できる比較的に安いセットアップです。ベル
トの磨耗は、摩耗ストリップがベルトを支える部分に限り
ます。摩耗ストリップの間隔を約100-150mmに設定す
ることをお勧めします。

V型摩耗ストリップ(2)では、ベルト幅が全体的に支えら
れます。そうすることで磨耗と摩滅が全体に分散させら
れ、重い搬送物にも対応できます。V型レールがオーバー
ラップするように角度と距離を設定し、ベルト幅方向の支
持距離を100-150mm以内に収まるように設定すること
をお勧めします。

リターン側のパラレル摩耗ストリップの間隔は、約
200mmに設定することをお勧めします。また、スナブロ
ーラーを使うこともできます。また、プロファイル、ロ
ーラー、フリクションパターンなどが取り付けられていな
い部分には、スナブローラーを使用することもできます。

一般的には、ローラーをベルトの搬送面側の支持として使
うことはありません。そうすると、ローラーの間にベルト
のたるみが発生し、ドライブユニット（ページIII-9をご参
照ください）のコーダルアクションにより、搬送物が倒れ
ることになります。まれに、ローラーは大型搬送物の搬送
に使われることがあります。

標準的な摩耗ストリップは数多いプラスチックサプライ
ヤーからお買い上げいただけます。広さは約30-40mm、
厚さはネジの長さによります。摩耗ストリップの材質
は、UHMD-PEまたはPE 1000をお勧めします。また、

アプリケーションによっては堅木もしくは鋼を使うことも
できます。最適な支持材の選定に関しては、下記の表をご
覧ください。

1 2

ベルト支持部 ➋
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支持部を設置するとき、必ず温度による膨張と縮小をご考
慮ください。摩耗ストリップの適切な間隔（第４.４章「
温度の影響」をご覧ください）によりその影響を排除する
ことができます。実際の作動温度範囲において、問題なく

走行できるようフレームや摩耗ストリップ配置を考慮くだ
さい。ベルト横（エッジ側）を支える場合、最高作動温度
でベルト幅の0.2 %、最低２mmのスペースを確保してく
ださい。

3.2 コンベアデザイン

摩耗ストリップまたはスナブローラー付き

最高温度でのベルト幅b0 ≥ 2 mm≥ 2 mm

ローラートップ、プロファイル、FRTパターンなどのサポートなし

フリクショントップ（連続パターン）をローラーのみで支持

搬送側

リターン側
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3.3 コンベアレイアウト

U字カーブ C字カーブL字カーブ

コンボベルトのベルトの名称と注文時のガイドライン
S11とS5 ST は組み合わせることが可能です（コンボベルト） 
コンボベルトには、ステンレス製のピンが装備されます。コンボベルトは、S11 の小さな回転半径に、S5 ST の強度
を組み合わせることができます。

コンボベルトのコンベアレイアウトオプション
S11の小径カーブ特性とS5 STの高い強度を組み合わせたコンボベルトは、通常一方向レイアウト（L型、U型、C型）
のみに使用されます。これはベルトの構成がカーブの向きで決められるためです。 

S5 ST/S11コンボ（時計回り）

	 S5 ST/S11-45 GRT CW POM-CR BL (POM WT)

S5 CLP ST POM WT
S5-45 GRT SML ST POM-CR DB W100
S5-45 GRT SML ST POM-CR DB W75
S5/S11-45 GRT CM POM BL W100
S5/S11-45 GRT CM POM BL W25

最小ベルト幅 175 mm (6.89 in) 
ベルト幅増加単位 25 mm (0.98 in)

S5/S11 PIN ST SS D5
S11 CAP POM WT
S11-45 GRT SMR POM-CR BL W122
S11-45 GRT SMR POM-CR BL W172

CW = 時計回り（= 溝付きのステンレスピンが、左側のS5 STモジュールにクリップによって固定される）
右側にフラットキャップ付き（最後のカーブの内側）（POMホワイト）
POM-CR = サイドモジュールにPOM-CR（耐カット性POM材質）を使用 ※センターモジュールは標準POM
タイプ名の最初に記載されたシリーズが、進行方向左側のサイドモジュールである

スケッチ

ベルト名 表記例

記号説明

構成モジュール	

	
	

ベルト幅
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さらにコンボベルト用のベルト名称は、ベルトがどのように組み合わされるかを示しています： 
–	S 5 ST/S11 = S5 STが左側に、S11が右側に　=　時計回りベルト
–	S 11/S5 ST = S11がが左側に、S5 STが右側に　=　反時計回りベルト

S11/S5 ST コンボ（反時計回り）

	 S11/S5 ST-45 GRT CCW POM-CR BL (POM WT)

S11 CAP POM WT
S11-45 GRT SML POM-CR BL W122
S11-45 GRT SML POM-CR BL W172
S5/S11-45 GRT CM POM BL W100
S5/S11-45 GRT CM POM BL W25

最小ベルト幅：175 mm (6.89 in) 
ベルト幅増加単位 25 mm (0.98 in) 

S5/S11 PIN ST SS D5
S5 CLP ST POM WT
S5-45 GRT SMR ST POM-CR DB W100
S5-45 GRT SMR ST POM-CR DB W75

CCW = 反時計回り（= 溝付きのステンレスピンが、右側のS5 STモジュールにクリップによって固定される）
左側にフラットキャップ付き（最後のカーブの内側）（POMホワイト）
POM-CR = サイドモジュールにPOM-CR（耐カット性POM材質）を使用 ※センターモジュールは標準POM
タイプ名の最初に記載されたシリーズが、進行方向左側のサイドモジュールである

略図

ベルト名 表記例

記号説明

構成モジュール	

	

ベルト幅
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*	 S5 STの場合、175ｍｍ(6.89 in)
**	� 特別なオプションがあります。詳細は3.3スパイラルコンベア

の項を参照ください
***	� 特殊オプションの選択が可能です。3.3章「指定内半径モジュ

ールレイアウト（シリーズ9.1）」を参照ください

シリーズ ベルト幅 カーブ係数 
Cc [mm]  [in]

シリーズ5、シリー
ズ５ G、シリーズ5 
ST, シリーズ5 BT

100* – 199 3.94* – 7.86 1.8
200 – 299 7.87 – 11.80 1.9

≥ 300 ≥ 11.81 2.0

シリーズ5 RG

125 – 199 4.92 – 7.86 1.6
200 – 299 7.87 – 11.80 1.7
300 – 399 11.81 – 15.74 1.8
400 – 499 15.75 – 19.68 1.9

≥ 500 ≥ 19.69 2.0 

S5 ST/S11コンボ 全て 全て 1.45
≥ 1000  ≥ 39.37 1.55

シリーズ9 全て 全て 1.8**
シリーズ9.1 全て 全て 1.3(–2.9)***
シリーズ11 全て 全て 1.4

シリーズ 18 2.2, 	
シリーズ 18 2.2 G,
シリーズ 18 HDK,	
シリーズ 18 FRT1

≤ 607 ≤ 23.88 2.1

> 607 > 23.88 2.2

シリーズ 18 1.7 ≤ 797 ≤ 31.38 1.7
> 797 > 31.38 1.8

最小内周半径
カーブの内周半径 r1 は、シリーズとベルト幅で決まる最
小内周半径と同じまたはそれより大きくなければいけませ
ん。最小内周半径はカーブ係数Cc で計算します：

r1min = WB · Cc

記号： 
r1min =内周半径
WB = ベルト幅
C c = カーブ係数

3.3 コンベアレイアウト

代数説明：
p 	 = ピッチ
p inside 	 = 内側ピッチ
r drum 	 = スパイラルドラム半径
W B 	 = ベルト幅
C C 	 = カーブ係数

p inside = 	 r drum 	   · p
	 r drum + WB

c c =	 r drum 
	 WB

モジュール 内側P C C

F2 34.05 2.12
F3 35.30 2.40
F4 36.30 2.65
F5 37.85 3.10
F6 39.35 3.68
F7 41.05 4.58
F8 42.35 5.50

F2 - F8サイドモジュール（シリーズ９）
スパイラルコンベアでの最小内半径はできるだけ最小半径
に近づけて設定するべきであり、カーブ半径を最小半径よ
りずっと大きく設定することは推奨できません。内半径が
大きすぎると、内側のサイドモジュールに余分のスペース
を作ることになり、ベルトの安定性を損ない、搬送に影響
を与える恐れがあります。
最小半径より大きいカーブ半径を設定したい場合、大きい
半径でもカーブの内側のスペースを縮小させることができ
る当社のF サイドモジュールをお勧めします。
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S9.1カー
ブ係数

カーブ内側のベルトエッジ構造（列番号） カーブ内側の割合（%）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 % SMU % SMT
1.3 0 100
1.4 10 90
1.5 20 80
1.6 25 75
1.7 33.33 66.67
1.8 40 60
1.9 50 50
2.1 60 40
2.2 66.66 33.34
2.4 75 25
2.5 80 20
2.7 90 10
2.9 100 0

S9.1-57 GRT W500 (Cc 2.4)

シリーズ9.1-57 GRT
S9.1-57 GRTベルトの外径側には、許容荷重向上のためSMU（汎用サイドモジュール）のみを配置します。
外径側のS9.1-57 GRT SMUと内径側のSMTの組み合わせにより、ベルトのカーブ係数を広範囲に調整可能で
す。内径側のSMTモジュール増設に伴いカーブ係数が低下し、より小さな内径（内R）への対応が可能です。

特定のカーブ半径に対するカーブ係数の算出には以下の計算式を使用:

指定内半径モジュールレイアウト（シリーズ9.1）

rDrum 	 = ケージ半径
WB 	 = ベルト幅
Cc 	 = カーブ係数

Cc =	 rDrum 
	 WB

例:
ケージ半径 (rdrum) = 2080 mm, ベルト幅 (WB) = 850 mm	 ケージ半径 (rdrum) = 81.89 in, ベルト幅 (WB) = 33.46 in

Cc =	 2080 	 =	 2.447
	 850

Cc =	 81.89 	 =	 2.447
	 33.46

ベルトのカーブ係数には、算出値より直近で小さい図中の値を選びます（選定例：2.4）。図上の対応するグラフ
線により、内径側で必要となるモジュール配置順（モジュール構成）の特定が可能です。

POM-CR材のカラーコード:
 	S9.1 SMT (タイトサイドモジュール)
 	S9.1 SMU (汎用サイドモジュール)

PA材のカラーコード:
 	S9.1 SMT (タイトサイドモジュール)
 	S9.1 SMU (汎用サイドモジュール)
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スパイラルコンベア
スパイラルコンベアは、特殊なタイプのカーブベルトであり、基本的にはカーブが一つしかありません。スパイラル
は、回転ドラムを沿って上り、または下ります。ドラムを完全に１周回した部分を「一段」と呼びます。２０段以上の
スパイラルも珍しくありません。カーブ係数と最小内半径の条件は、スパイラルにも適用します。
シリーズ5およびシリーズ9/9.1、S5 ST/S11のコンボ、およびシリーズ18はスパイラルで使用できます。
スパイラルコンベアをご利用になる場合、スパイラルチェックリストをご記入の上、当社のカスタマーサービスにお送
りください。

ベルト進行方向（スパイラルコンベア用途）
スパイラル用途においては、ベルトの進行方向に対する考
慮が必要です。摩耗ストリップとの接触はドラム側で発生
します。ドラム周速はベルトよりも早く回転するため、レ
ッグ側を進行方向の前側にしたベルト進行方向の設定が必
須です。

S5-45 GRT S18-44 GRT CCWS9.1

ジによるものです。 ベルトはカーブの内周でケージに支
持され、ケージがベルトをけん引することでベルトを動か
します。上り傾斜搬送か下り傾斜搬送かにより、ケージの
回転方向が決まります。図にある駆動部分とテンション装
置はベルトに必要な張力を与えます。このモーターの速度
は、ケージの駆動速度と連動させなくてはなりません。

テンションストロークはベルト長の約 1 %として下さい。
ベルトは 3.2章で  示したライナーによって支持されま
す。

3.3 コンベアレイアウト
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レイアウトパターン
適用可能な配置レイアウト例の一覧。

時計回り（CW）または反時計回り（CCW）の推奨進行方向を持つカーブベルトをスパイラル用途に適用する場合、ド
ラムの先行回転（ベルトより高速な回転）に対する考慮が必要です。そのため、反時計回り（CCW）スパイラルには
時計回り（CW）ベルトを配置し、その逆方向の場合も同様に逆方向のベルトを使用します。

推奨進行方向

S18-44 GRT CW 2.2

ケージ駆動CCWスパイラル

S18-44 GRT CCW 2.2

ケージ駆動CWスパイラル

CCWスパイラル用CWベルト

オーバード
ライブ

CWスパイラル用CCWベルト

オーバード
ライブ
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3.3 コンベアレイアウト

ベアリングタブ（シリーズ5）
最大5段までの高張力スパイラル（エレベーター）におい
ては、駆動回転ドラムに代わり特殊ベアリングタブモジュ
ールの使用が可能です。。サイドモジュールに取り付けら
れたローラーベアリングが固定ドラム外周を走行すること
により、摩擦抵抗を大幅に低減させます。

抗張力スパイラル/エレベーター
高低差を持つ2つの生産工程の接続用途には、高張力スパ
イラル（ケージレス構造）およびエレベーターの導入が有
効です。
駆動インナーケージを持たない本設計における推奨段数は
最大2〜3段までです。ただし、S5 BTサイドモジュール
採用時には4〜5段までの構成が可能です。
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4.1	 ４ステップ法
4.2	 計算例
4.3	 シャフト関連計算
4.4	 ベルトの寸法に対する温度の影響

4 	 計算法
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ステップA

材質ペア：堅木	 材質ペア：堅木 	
	 POM（乾燥、通常条件）: µs = 0.22	 	 POM（乾燥、通常条件）: µs = 0.22

S8 FLT POM: F’nom = 40 N/mm	 S8 FLT POM: F’nom = 2740 lb/ft

有効張力の計算:

FU = 0.22 · 9.81 · (2800 kg + 88 kg) = 6232.88 N 	 FU = 0.22 · 1 · (6172 lb + 194 lb) = 1400.52 lb

	

コンベア機長	 l c-c = 	 4 m 	 13.12 ft

直進、傾斜なし

ベルト幅 	 WB = 	 1000 mm 	 3.28 ft

メートル当りの搬送重量	 mp = 	 700 kg/m 	 470 lb/ft

通常条件での起動・停止

ベルト支持部材質：堅木

ベルト速度	 v = 	 10 m/min 	 32.81 ft/min

総搬送重量の計算：

mp = 700 kg/m · 4 m = 2800 kg 	 mp = 470 lb/ft · 13.12 ft = 6172 lb

ベルトシリーズをお選びください： S8-FLT POM

データシートによるベルト重量: m’B = 11 kg/m2	 データシートによるベルト重量: m’B = 2.3 lb/ft2

総ベルト重量の計算：

mB = 11 kg/m2 · 8 m · 1 m = 88 kg 	 mB = 2.3 lb/ft2 · 26.24 ft · 3.28 ft = 194 lb

ステップB

スムーズな起動で起動・停止運転: C Op = 1.2	 スムーズな起動で起動・停止運転: C Op = 1.2

設計張力の計算:

Fadj = 1.2 · 6232.88 N = 7479.46 N 	 Fadj = 1.2 · 1400.52 lb = 1680.62 lb

F’adj = 7479.46 N = 7.48 N/mm	 F’adj = 1680.62 lb = 512.38 lb/ft	
	 1000 mm	 	 3.28 ft
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ステップC

作動環境温度 65 ℃: C T = 0.96	 作動環境温度 65 ℃: C T = 0.96	

温度補正後許容張力:

F’adm = 40 N/mm · 0.96 = 38.4 N/mm 	 F’adm = 2740 lb/ft · 0.96 = 2630.4 lb/ft

ステップD

ベルト選定の吟味:

F’adj = 7.48 N/mm < 38.4 N/mm = F’adm	 F’adj = 512.38 lb/ft < 2630.4 lb/ft = F’adm 

負荷率：

7.48 : 38.4 = 19.5 %	 512.38 : 2630.4 = 19.5 %

ベルト選定は問題ありません。負荷率に８０％以上の数字が算出される場合、材質またはシリーズを変えることで許容ベルト張力を
増やし、４ステップ方法をもう一度最初からお試しください。

4.2 計算例
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シャフト荷重 Fs

 
Fs =  Fadj2 + (ms · g)2

例: 

Fadj = 7479.46 N	 Fadj = 1680.62 lb

1 m x 60 mm 鋼製の角軸: ms = 28.26 kg	 1 m x 60 mm 鋼製の角軸: ms = 18.99 lb

Fs =  (7479.46 N)2 + (28.26 kg · 9.81 m/s2 )2 = 7484.6 N	 Fs =  (1680.62 lb)2 + (18.99 lb · 1)2 = 1680.73 lb

シャフトトルク
 

M =  Fadj · D0

	 2000

例：	 	
Fadj = 7479.46 N	 Fadj = 1680.62 lb	

スプロケット S8 Z15: D0 = 124 mm	 スプロケット S8 Z15: D0 = 0.41 ft

M =   7479.46 N · 124 mm      = 463.73 Nm
	

M = 1680.62 lb · 0.41 ft    = 341.73 lbft
	 2000	 	 2000

√—————— 記号の定義：

Fs 	 = シャフト荷重 	 [N, lb]

Fadj 	= 設計張力	 [N, lb]

ms 	 = シャフト質量	 [kg, lb]

g 	 = 重力加速度 	 [9.81 m/s2, 1] 

記号の定義：

M 	 = トルク	 [Nm, ftlb]

Fadj 	= 設計張力	 [N, lb]

D0 	 = スプロケットピッチ直径	 [mm, in]

4.3 シャフト関連計算

√————————————— √——————————
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駆動ドラムで必要とされる出力

PS =    Fadj · v
	    60000

シャフト回転数

RS =  v · 1000
	    D0 · π

算出される動力は、駆動ドラムの正味出力であり、モーターやギアボックスなどでの効率ロスを考慮しておりません。供給余力のあるモーター
の配置をお勧めします。

例：	

Ps =     
7479.46 N · 10 m/min

         = 1.25 kW	 Ps =    
1680.62 lb · 32.81 ft/min 

       = 341.73 hp
	     60000	 	 	   33000 

例：

v = 10 ft/min	 v = 32.81 ft/min

スプロケット S8 Z15: D0 = 122.7 in	 スプロケット S8 Z15: D0 = 4.83 in

	 Rs =  10 m/min · 1000    = 25.94   1	
Rs = 32.81 ft/min · 12  = 25.95   1

	　　　  122.7 mm · π                    min	 	 4.83 in · π　　　　	    min

	

記号の定義：
PS 	 = 駆動軸端における動力	 [kW, hp]
Fadj 	= 設計張力 	 [N, lb]
v 	 = スピード	 [m/min, ft/min]

記号の定義： 
RS 	 = シャフト回転数	 [1/min]
v 	 = ベルトスピード 	 [m/min, ft/min]
D0 	 = スプロケットのピッチ円直径	 [mm, in]

4.3 シャフト関連計算

RS =    v · 12
	     D0 · π
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例： 

Δ lB = 30 m · (90 – 21) ℃ ・ 0.15 mm  = 310.5 mm
	

Δ lB = 1181.1 in · (194 – 70) ℉ · 83.3  10-6 in  = 12.2 in
 　　　　　　　　　　　　　　       m · °C	 	 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  in · ℉

Δ WB = 1 m · (90 – 21) ℃ · 0.15  mm  = 10.35 mm	 Δ WB = 39.37 in · (194 – 70) ℉ · 83.3 10-6 in  = 0.41 in
　　　　　　　　　　　　　　　　     m · °C	 	 　　　　　　　　　　　　　         in · ℉

ベルト長さの増加量（315 mm）はかなり大きいため、リターン側でこの追加のベルトのたるみを吸収できるように設計する必要があります。	
また、ベルト幅の増加に対応するため、コンベヤフレームは幅にゆとりのある設計にする必要があります。

材質 α* α*

PA 0.12 66.6
PE 0.21 116.6
POM 0.12 66.6
PP 0.15 83.3

金属
CS 0.012 6.6
SS 0.017 9.4
SSS 0.016 8.9

mm	
m · ℃

10-6 · in
 in · ℉

温度の変化により、プラスチックは膨張または縮小することが
あります。下記の算式は、幅と長さの変動を計算するためのも
のです

Δ l	 = lB · (T2 – T1)  · α	 [mm, in]
Δ W	 = WB · (T2 – T1)  · α	 [mm, in]
Δ l	 = 長さの変動	 [mm, in]
Δ W	 = �幅の変動	 [mm, in]	

+ = 伸び	
– = 収縮

lB	 = 初期温度のベルトの長さ	 [m, in]
WB	 = 初期温度のベルトの幅	 [m, in]
T2	 = �動作温度	 [°C, °F]
T1	 = 初期温度（一般的には21℃（70℉）） 	 [°C, °F]
α	 = 熱膨張係数（右表をご参照ください）	[mm/m °C, 106 in/in °F]
 
変換：  

10-6 in 　=    
555.5 mm

　　　    in · ℉　　        m · ℃

* 許容温度範囲の平均値

その他材質の熱膨張係数についてはpage VI-15に記載
があります

21℃(70℉)未満の温度で運用する場合、ベルトの長さおよび幅は収縮します。特に冷凍用途では、長さおよび幅の減
少量が非常に大きくなる可能性があるため、コンベヤの設計時およびベルト取り付け時にこれを考慮・吸収する必要が
あります。
特に、常温でベルトを取り付けた後、氷点下で運用される予定がある場合は、ベルト長が大幅に短くなるため、初期の
ベルト長さに注意が必要です。

	

4.4 ベルト寸法に対する温度の影響

周囲温度が 20.1℃において、ベルトが熱い搬送物を搬送
し、動作温度が 90℃にまで上がりました。ベルト長さは
30 メートル、幅 1 メートル、材質はポリプロピレン。

周囲温度が 70 ℉において、ベルトが熱い搬送物を搬送
し、動作温度が 90 ℉にまで上がりました。ベルト長さは
1181.1 インチ、幅 39.37 インチ、材質はポリプロピレン。
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5.1	 セットアップの準備
5.2	 スプロケット設置
5.3 	カーブベルト用摩耗ストリップ配置
5.4	 ベルト部分の連結：ヒンジピンの装着と撤去
5.5モジュラーベルトの設置
5.6	 メンテナンスと修理
5.7	 洗浄
5.8	 予防保全とトラブルシューティング

5 	 操作説明書
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ベルト設置の前に
–	コンベアと全ての部品（駆動系、ドライブチェインまた

はベルト、シャフト、スプロケット、磨耗ストリップ、
ベアリング、支持シュー、ローラー）の状態と機能性を
検査し、損耗した部品を修理、または代替品を用意する
こと。

–	磨耗ストリップの状態には十分ご注意ください。新しい
磨耗ストリップの場合、表面が平滑かつ清潔であり、
塵、砂、溶接粒子などが付着してないことをご確認くだ
さい。新しい磨耗ストリップを設置した後コンベアに工
事を行った場合、磨耗ストリップが汚れる恐れがありま
す。手で表面を沿って撫でてみれば、何かが付着してい
るかどうか確認することができます。表面が平滑でない
場合、磨耗ストリップを取り替える、または表面に付着
した粒子を取り除いてください。

–	ベルトを設置する前に、磨耗ストリップが清潔かつ平滑
であることを確保しないと、ベルトの寿命を著しく損な
う恐れがあります。

–	磨耗ストリップのジョイントを点検し、歪まずに正しく
設置されていることをご確認ください。スプロケットが
上手く噛み合うように、ドライブとアイドラシャフトの
高さに正しく合わせているかどうかご確認ください。必
要に応じて、スプロケットとスナブローラーの距離、そ
してリターン側ローラーの距離をご確認ください。

–	必要に応じて、フレーム、搬送側、リターン側支持部、
シャフト、支持ローラー、シューなどのコンベアの部品
を洗浄してください。損耗または破損した部品は取り替
えてください。

–	可能であれば、セットアップの直前までベルトを包装か
ら取り出さないでください。セットアップする場所でベ
ルトを包装から取り出し、ベルトを汚い、または平滑で
はない床の上を引きずるなどの移動手段は避けてくださ
い。

シリーズ５、９、9.1、１１ ＆ 18 を含むラジアスコン
ベアの検査チェックリスト
–	ベルトの一部を使って、搬送側とリターン側両方を含む

ベルト走路の全体を、ベルトが磨耗ストリップの上をス
ムーズに移動できることをご確認ください。

–	ベルトの一部を使って、ベルトがトランスファープレー
トなどの障害物に触れることなくドライブとアイドラス
プロケットと上手く噛み合うことをご確認ください。

–	ベルトがカーブを進行するとき、ベルトの外側の端が浮
き上がらず、ちゃんと内側のガイドである磨耗ストリッ
プに押し付けられるように、カーブの側壁に設置される
磨耗ストリップが正しく設置されていることをご確認く
ださい。

–	ベルト全体をセットアップした後、ドライブモーターを
起動する前に、ベルトがキャリーウェイとリターンウェ
イの磨耗ストリップの上を自由に動けることをご確認く
ださい。

–	可能であれば、コンベアを低いスピードで起動させ、ベ
ルトがスムーズに動作し、すべてのスプロケットと上手
く噛み合い、浮き上がらないことをご確認ください。

5.1 セットアップの準備
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過度のベルト損耗

研磨材 クリーニングの方法を改善し、頻度を増やすか、または保護装置を使ってベル
トとスプロケットが研磨材との接触を減らしてください。TPC1またはステン
レス鋼スプロケットをご利用ください。

ベルトの材質が不適切 材質のスペックを閲覧し、最も適切な材質をご確認ください（第2.1章 「ベル
ト材質選定チャート」を参照）。お客様のご要求に合わせた提案も可能ですの
で、 弊社営業までお問い合わせください。

磨耗ストリップの材質が不適切 材質のスペックを閲覧し、最も適切な材質をご確認ください。お客様のご要求
に合わせた提案も可能ですので、弊社営業までお問い合わせください。

磨耗ストリップの配置が不適切 磨耗ストリップがデザインガイドライン通りに設置したことをご確認くださ
い。お客様のご要求に合わせた提案も可能ですので、弊社営業までお問い合わ
せください。

搬送物の荷積 搬送物がベルトに荷積される箇所に損耗が発生する場合、出来るだけ搬送物と
ベルトの距離を縮めてください。

高いベルトスピード 高いベルトスピードは、特にセンター距離が短いコンベアではスプロケットの
損耗を深化させます。可能であればスピードを落としてください。



プロリンク エンジニアリングマニュアル 05/2026V-41

	

ベルトが伸びる；過剰なカテナリー（垂れ下がり）
研磨性の材質 クリーニングの方法を改善し、頻度を増やすか、または保護装置を使ってベル

トとスプロケットが研磨材との接触を減らしてください。TPC1またはステン
レス鋼スプロケットをご利用ください。

表面張力が正しくない カテナリーを調整することで張力を設定してください。

ベルトまたはヒンジピンの材質が間違っている 使用されているベルトとヒンジピンの材質をご確認ください。お客様のご希望
の用途に適する材質の提案も可能ですので、 弊社営業までお問い合わせくだ
さい。

動作温度が変動する 動作温度の変化は、ベルトを膨張または縮小させることがあります。その膨張
と縮小を補正できる程度のカテナリーが設定されていることをご確認くださ
い。重錘式または気圧式テイクアップシステムを設置する必要があるかもしれ
ません。

5.8 予防保全とトラブルシューティング
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ヒンジピンがベルトからはみ出る
ピンがしっかりと連結しない ピンヘッド、ロッキングコラーまたはベルトエッジモジュールが破損している

かどうかご確認ください。必要であれば取り替えてください。

温度によりピンが伸びる ピンが適切なタイプのものであることをご確認ください。現存のピンをより短
いピンで取り替え、再装着してください。 

過度の荷重によりピンが伸びる ピンに高い力が掛かっています。コンベアフレームは平らではない可能性があ
りますので フレームを確認て調整を行ってください。

ピンが取れにくい アブレッシブ磨耗のある使用では、ヒンジピンの不均一な横方向の損耗が発生
することがあります。その結果、特に広いベルトでは、ヒンジピンの取り出し
が困難になります。ヒンジピンのロッキングコラーを切り落とし、スチールピ
ンとハンマーで慎重にヒンジピンを叩き出してください。

ピンが取れにくい アブレッシブ磨耗のある使用では、ヒンジピンの不均一な横方向の損耗が発生
することがあります。その結果、特に広いベルトでは、ヒンジピンの取り出し
が困難になります。ヒンジピンのロッキングコラーを切り落とし、スチールピ
ンとハンマーで慎重にヒンジピンを叩き出してください。
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6.3 付録表

成形スプロケットのための推奨シャフト寸法

角シャフト寸法
 Ws [mm]

SQ 20 mm 20 ± 0.15
SQ 25 mm 25 ± 0.15
SQ 30 mm 30 ± 0.15
SQ 40 mm 40 ± 0.2
SQ 50 mm 50 ± 0.2
SQ 60 mm 60 ± 0.2
SQ 80 mm 80 ± 0.2
SQ 90 mm 90 ± 0.2

丸シャフト径
[mm]

ds Tol. WK Tol. hK Tol. dK Tol.
RD 20 mm 20 – 0.21 6 – 0.3 2.8 – 0.2 22.8 – 0.41
RD 25 mm 25 – 0.21 8 – 0.4 3.3 – 0.2 28.3 – 0.41
RD 30 mm 30 – 0.21 8 – 0.4 3.3 – 0.2 33.3 – 0.41
RD 40 mm 40 – 0.25 12 – 0.4 3.3 – 0.2 43.3 – 0.45
RD 50 mm 50 – 0.25 14 – 0.4 3.8 – 0.2 53.8 – 0.45
RD 60 mm 60 – 0.3 18 – 0.4 4.4 – 0.2 64.4 – 0.5

丸シャフト径
[in]

ds Tol. WK Tol. hK Tol. dK Tol.
RD 0.75 in	 (¾") 0.75 – 0.008 0.188 – 0.001 0.087 – 0.015 0.837 – 0.023
RD 1 in	 (1") 1 – 0.008 0.25 – 0.001 0.114 – 0.015 1.114 – 0.023
RD 1.19 in	 (1 3⁄16") 1.187 – 0.010 0.25 – 0.001 0.118 – 0.015 1.306 – 0.025
RD 1.25 in	 (1 ¼") 1.25 – 0.010 0.25 – 0.001 0.118 – 0.015 1.368 – 0.025
RD 1.44 in	 (1 7⁄16") 1.438 – 0.010 0.375 – 0.001 0.169 – 0.015 1.607 – 0.025
RD 1.5 in 	 (1 ½") 1.5 – 0.010 0.375 – 0.001 0.169 – 0.015 1.669 – 0.025
RD 1.94 in	 (1 15⁄16") 1.938 – 0.010 0.5 – 0.002 0.224 – 0.015 2.162 – 0.025
RD 2 in	 (2") 2 – 0.012 0.5 – 0.002 0.224 – 0.015 2.224 – 0.027
RD 2.5 in	 (2 ½") 2.5 – 0.012 0.625 – 0.002 0.28 – 0.015 2.78 – 0.027

メートル寸法

インチ寸法

WS

dS

WK
h K

d K

シャフト寸法（丸棒と四角）はISO 286-2 h12（またはそれ以下の許容値、例えばh7）
準拠の数字が使用可能です。
ISO 286-2 h9準拠のキー材質は使用可能です。

角シャフト寸法
 Ws [in]

SQ 1 in 	 (1") 1 ± 0.006
SQ 1.25 in	 (1 ¼") 1.25 ± 0.006
SQ 1.5 in 	 (1 ½") 1.5 ± 0.006
SQ 2.0 in 	 (2") 2 ± 0.008
SQ 2.5 in 	 (2 ½") 2.5 ± 0.008
SQ 3.5 in 	 (3 ½") 3.5 ± 0.008
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固定リング用 溝寸法

シャフト径 固定リング
溝幅 _ m

(公差H13)	
[mm]

溝径 _ Ds
(公差ｈ12) 	

[mm]
溝間距離 – W

角シャフト
SQ 20 mm DIN 471 – 28x1.5 1.6 26.6 スプロケットの幅（b）+ 1mm
SQ 25 mm DIN 471 – 35x1.5 1.6 33.0 スプロケットの幅（b）+ 1mm
SQ 40 mm DIN 471 – 56x2 2.2 53.0 スプロケットの幅（b）+ 1mm
SQ 60 mm DIN 471 – 85x3 3.2 81.5 スプロケットの幅（b）+ 1mm
SQ 80 mm DIN 471 – 115x4 4.2 111.0 スプロケットの幅（b）+ 1mm
SQ 90 mm DIN 471 – 127x4 4.2 123.0 スプロケットの幅（b）+ 1mm

丸シャフト
RD 20 mm DIN 471 – 20x1.2 1.3 19.0 スプロケットの幅（b）+ 1mm
RD 25 mm DIN 471 – 25x1.2 1.3 23.9 スプロケットの幅（b）+ 1mm
RD 30 mm DIN 471 – 30x1.5 1.6 28.6 スプロケットの幅（b）+ 1mm
RD 40 mm DIN 471 – 40x1.75 1.9 37.5 スプロケットの幅（b）+ 1mm

シャフト径 固定リング
溝幅 _ m

(公差H13)	
[in]

溝径 _ Ds
(公差ｈ12) 	

[in]
溝間距離 – W

角シャフト
SQ 1.5 in	 (1 ½") SH-212 0.086 2.003 スプロケットの幅（b）+ 3/64 in
SQ 2.5 in	 (2 ½") SH-354 0.12 3.357 スプロケットの幅（b）+ 3/64 in
SQ 2.5 in	 (2 ½") SH-350* 0.12 3.316 スプロケットの幅（b）+ 3/64 in
SQ 3.5 in	 (3 ½") SH-500 0.12 4.79 スプロケットの幅（b）+ 3/64 in

丸シャフト
RD 0.75 in	 (¾") SH-75 0.046 0.704 スプロケットの幅（b）+ 3/64 in
RD 1 in	 (1") SH-100 0.046 0.94 スプロケットの幅（b）+ 3/64 in
RD 1.19 in	 (1 3⁄16") SH-118 0.056 1.118 スプロケットの幅（b）+ 3/64 in
RD 1.25 in	 (1 ¼") SH-125 0.056 1.176 スプロケットの幅（b）+ 3/64 in
RD 1.38 in	 (1 3⁄8") SH-137 0.056 1.291 スプロケットの幅（b）+ 3/64 in
RD 1.44 in	 (1 7⁄16") SH-143 0.056 1.35 スプロケットの幅（b）+ 3/64 in
RD 1.5 in	 (1 ½") SH-150 0.056 1.406 スプロケットの幅（b）+ 3/64 in

メートル寸法

インチ寸法

* SH 354代替

DSmW
DSmW

6.3 付録表
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6.8 免責事項

Forbo Siegling GmbH（ “以下Forbo”）は、このエンジ
ニアリングマニュアルを情報提供のみを目的として提供
しています。
Forboは、その推奨事項・取扱説明・詳細情報および当社
製品の適合性や使用に関する情報が、可能な限り正確か
つ完全であるように努めていますが、Forboの正式に承認
された代表者による書面による別段の定めのない限り、
このエンジニアリングマニュアルに含まれる情報に関し
て、明示または黙示を問わず、いかなる種類のいかなる
表明または保証も行いません。

当社の製品および特定目的への適合性に関し適切なテス
トを実施することはお客様の単独責任であり、このエン
ジニアリングマニュアルに含まれる情報、またはForboが
お客様に提供した可能性のある技術的またはその他のサ
ポートへの信用に関係した物的損害および人身傷害、そ
の他を含むいかなる損害についても、Forboは責任を負い
ません。

このエンジニアリングマニュアルはForboの所有物です。
このエンジニアリングマニュアルまたはその一部の複
製、転送、その他の使用は、Forboの書面による同意があ
る場合にのみ許可されています。

このエンジニアリングマニュアルの内容は、予告なしに
いつでも変更することができます。
このエンジニアリングマニュアルの最新版は、当社のウ
ェブサイト（www.forbo.com/movement/en-gl/）から
ダウンロードできます。
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Siegling – total belting solutions

フォルボ･ジークリングは、献身的な従業員と品質重視の
組織および生産プロセスにより、一貫して質の高い製品と
サービスを提供しています。

総合的な品質管理の原則に従い事業活動を行っています。
全ての生産・加工拠点で品質管理システムISO9001の認
定を取得しています。また、多くの拠点でISO14001に沿
った環境管理システムを導入しています。

当社のサービス―いつでも、どこでも
フォルボ・ジークリングでは2300名のスタッフが世界各
国で働いています。
10ヶ国に製造拠点を置き、豊富な在庫と加工工場を備え
た販売会社ならびに販売代理店は80ヵ国以上にのぼりま
す。
世界に300以上あるサービスセンターでは、地域に密着し
た適確なサービスを提供しています。
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